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ガン弘 蕊 こに閔する研究 くその 1》

　　　一
ガフ ダ ム ご っ こについてのづ呆青者のイメージー

　　　○村松三臨子 畑 鬼子　（横笈学園イ蠣 拗 幼稚園）

《研寮のねうい 》

　　ガン4
“
ムに代炭される闘い萱キiじとしたあそびしま

蓍声 政撃的な身振り
・
物が介莊する複雑な（勿面

的な）話動であるが、このようなラ舌勣に如しZ 保育

　着Lsuのよラなイメ
ージをも っ ているか。次のらっ

　の鍾見点力、星う吉周1重二しrt．。
　　i 活動の有在につ い て。

　　2ノ呆有望内の話動として．どのよう髄 対を1蛤要

　　 ど
’
するラ盂勤と沸ているカ

＼

e

　　3 ガンダムに代表きれる闘いを中結 匕したあそび

　　 は，どのような意喋をもっ Ziいゐ力丶．

　 4・がンダム に代表される厨1いを中ie としたあそび

　　 しま、どのような学習（石吁究）の尠要のある煮動

　　 と∂fZ いるか 。

　 5裸育老σ）このあそびめ跫喋づけ方どこのあそび

　　 破 拠 との関逮．

《方法》

　 質闇紙をイ乍成し，横誤市申区の幼稚圍13 圜に各

　5枚づっ吉十65救配和し、32 枚画収 した。回収牽

　49％C
’thる。 質聞紙の内睿は上記の5つの観煮（ボ

　と5え． られるように、次のようなユ奏目に一ついて自由

に記述しこもらっ 弛。　 イ、ヲ樋協 肩無　ロ　ラ舌動

　の認否　ノ＼ ．員4本的な対処 　二 ．話勤の覧眛の廟無

　ホ ，窟廃の蛇篳性の肩無， 獅 他 。

《結集》

　至Lラ舌　　の痾　±L；つ し、て二　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表一i》

　 三舌動の存在し二つレ、乙 しま．」萇　　　承言塁香足　無 言己丶 ！倉計

　一iに み うれ るよ うszア：ノケ　 うo　 o　　2 　32

　
一

卜回塔老32％のうち無龍入2免を除いて塗 買が何

　うがの形ご閣い あそびを讙曲 てい る．

　盞L」堡査室1彑亘冱孟紲 て ごの
一

た対処 tWt と

　弖遮 ⊥砥 　　く 牽 注 ；延回騨 〉 俵 一2）

対胸 音 身櫃 り 繍 ‘†ん が 合。1

が 脇 3 ワ 5oo42
矣中立的 06lq2146

　　1
聾塑 的 22q86451

傍 観 2tC8 昭 39

そ の 地 5 … 穿 6 ・6！
倉　計 尋 6 引 　 3气　 51137 」

全・体のワi％はヱの話動に直桾0）カ、かわりを示 して

い 為。かがわりの肉磨・とみ
・
ると．、禾賁極的・中立的・

拒盃的ながかわり方がほぼ箸命 に 分布しての ゐ。友

に 子どものあそびの議胞別に保 育老の がかわり方の

傾向を，み Z いくど、次のような特色が毋
・
られ許2・

  茸声に よる働 きがけは 一 た対・鳶戦 と い つ た樹亟

的ts
’
　hLか わり方が圧倒白ウ繖 を占め Z：L1る。

  身帳りによる働きがけz
”
tar、練 弓圭意・禁止 に

代麦される拒盃t的なかかわ1j方D11番多く （57 比

）諌 し1ご傍観が多n 。

  物 の要求に閲し て は、臼寺と場含↓二よ ラ てイ罘育者な

りの判断 を下したル丿、要求左して きた二子どもにその

硬甲目的を尋ね刎 也、奨paLl新閉紙 ・広告紙 ・ダ
“
1ノ

ボづ 酵 ρ耡 を洳 な ど雌 的なカ・か わ りがk￥
を占めていb。

  けんかにっ い どしま、子ども同為で結し合い をさ也

る等の中立的なかかわりピ、危険か辮 わない限 り見

守るとい っ た傍観的な柵 が）圧留1的勿数を占めてい

る 。

　以 上のことから・全体をみると，醐いあそびがどの

ような形熊をと有がによっ てec2Hs看のがかわりは異
なり、イ呆育看は自らのがかわりを調整しでい る2L

がわかる。つまり音声では最も績極的に ，身帳 りに

関しては拒否匐 弓旁観的ながかわレ丿を示す傾向〆強

く 、また物の要求につ い ては中立またはiSha的ごあ

ろ匕いうこと二であJb。

　が ンg嘲ム に代表される闘い を中心 匕 したあそびは

、どのような
1
昧をも ク ていろ力丶。

　自由に 記述しtcもの の傾向き！分類すると、珸動の

落味を子ピもに即 しζ発見してし、るtn含とイ呆査老自

身のためとい う観 、々がラ発更して いるt％Ao匕t2夫別

され、前者（3！どもに脚した二肯味の匕り方 ）カ、藁正蓚眉

SgLleeLV．ま好 ビもに即し广濡 、蝋 関係に意
V象のあろう舌動と．し（い る看が勿し）。　　　　　（表

一3）
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1
ン ダム にイ懐 される闘い を中心としたあそびは

、とごのような学習（1研究）の夂｝婁が1あるラ舌動 とみて

い るか ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 俵 4 ）

（り 1影
1

夢 あ り （η 匹男
「
尋獄 し 鉅 鮒

懆 儲 の

鯉龕鰤

あそび顔

離 幽 匕
麟 未臟 鱚陟 焦規 1彫圦

13 3 Z531 「

23 5 ヰ 32

　 52 名 の うち 23 彡5（ 72 弩 ）が
’
この あそびに関

す夸学習の嵯奪を認卸てみり、泌要の理由の中で
’は

、保者老の認識の深化が火半き占めζLt る．また、

不‘冥要と回答した 老の理由は 、こ の話動が子ど右だ

け乙築くラ舌動乙あるkvV）無孑渉と：しZ い る。

5保育老の Z のあそびの意喋つ
“

け方 と こ のあそびの

遡
　　表5に示されるように、急踴…ブけを子ど毛に即し

　てとらえるか、自分自身に即して とうえるがによっ

　て・あそびへのかかね句方が署しく異なる。つまり

　、前老は綾老の4，4倍を占めている。 また．落喋づ

　けの内容と．かか才〕りぢと．の関逮では、鍬 関係的な

　鴛喋を見Ll出す保育者が壱声で 1講 的
、 身振レ1で

　は拒否的と傍観的なかかわりが5S＜、物 の要耒1に閨

　しては中立的なかかわりが弛よりも圧倒自ウに多い傾

　向が見ちれる。しか し、このあそびの鱗 に関して

　無記入であっ ても、縮果2の傾向琶とっており（音
　声

一蒲極的、身振り
一
拒否的 ・傍観的 、 物の罍求一

中立的 ・消極的）、保脅老は胎ずしも藁識しなくて

　二ち ・ イ呆育者のがかわり方を均
一

にする強力な勸きが
層

　あbと考
’
えうれる。

《考秦》

　 結果1において、承認が1圧倒的に考崩 ことから、

俣脊者がガンダ
1
ムあそび （闘いあそび）を単に乱暴

なあそび ・
人を傷っけるあそひと栄めつけていない

こ と．が〕わかる。また黏累3にあ
’
いて 、 子と！

’

もtc即し

た意味を特っと囗う回答が毋」1にも力物 力うず、締

果4でしま、條脊老の耄認識の不尼ヒいう現状がはっ き

りヒ現われてあ、

り、このあそびが覧媒ある話動であ
るヱとを穗じつつ、被置されている現授がラががえ

る。 また、結栗2からは 、が ンダムあそび（闘tlあ

そび）に対ずる保育看のイメ ーブのある種の傾向が
は 7 きりした。オなわち、G 育老が

’
Sとrもたちのす

るがン9ムあそび（闘いあそび）の様態に対処する際
、 その活勤の中に 「

危蹌」場面を見口出すか否かで
イ呆育老のかかわりが大き〈変イ匕する傾向のあるユ乙

である。つまり、
「 危な凵 」 と 思った瞬間かうイ杲育

老は秬否的ながカ
、

わり（禁止 ・差意・糸1凍等フをし

律り、あそび
』
に使う物の票求に対 しては、

一
襍に「

紙」 t一し1う乗跡を与え＿危険雇をやわ5げる配菟乞

無竟識のうろtZtii，

テフ ZUb 。 また、結果5力丶らは、

子どもに即して意蛛を見い出す保育者の2sDS
’
このあ

そびに、より績極的にかかわりを示して の るが、そ

のイ也の点乃 は、音声で
噸
ぱ積糧i的、身娠りでは拒否的

・傍観的、物 の難求では中立的匕いうステレオダイ

アの行動がみうれている。

　以．ヒ の二とを総括すると，保 育看は．ガンダ乙あ
そび（闘いあそび）に関して肯定的なイメ

ージをも

っ ている承面、危険彳瀚 の港生を契機に 、あそび切

女糠 の・仕方ゐ溺〉化する傾向のあることがわがっ た二。

したがフ て ，このあそびは、ただ単に：孑ごもにのみ
・任せ二て｛よおけなtK4杲育者のイト入の鰤 緊張をは

5んだあそびとし｝えよう。葆肴看は 、このあそev：
7L ）てよ り認謎 粛％ ことで冷 億 循銓 鰍 闇

闘係を伸ば して口けろかが わり才き多数覓U 出して

レ｝〈べ きで‘ぬ けだララか 。
（表一5）

様 熊・ 音 声 身 振 り 物 の夢求 兮 計
　 　 　対 匹
駕・単 α bCde 千 叺 bcde ヂ α bc．de ヂ

配 願望親 9 ’ ノ 315 ／ 歹 ヲ ’ 30
玄杁 関係 101 ！ ！ 3 ！ 3 8 う 4070
道飛 的 z ！ ／ 4 ’ 3 ！ZF
鮪 襯 的 1 ノ 2

’
4

／6

そ　切 他 6 ／ 14 ’ 1 タ！ 〆 ZO20

無 記 入 ’0 z7 う 夕 ！ ユ 3030
37ozZz3 ワ卒z曾lo01oz ワ8oo4

含　計
46 5 ！ 39

／36

廣彦圭 シ
目ヒ寸卿 一褸極 的 祕 、方 り

　 　 対処 b一申立 的 かがわ ‘’

　 　 昇 処 σ
一拒 盃的 が か わ1／
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